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第１特集

第１
特集

企業価値評価・DD等への影響は

M&A実施時における
新リース会計基準の留意点
基準適用前後の数値の変化を確認
新リース会計基準における会計処理の概要
評価の前提が変わるため調整が必要
新リース会計基準が企業価値評価に与える影響
精緻に行うか否かはPMIを見据えて
新リース会計基準が財務ＤＤに与える影響
DD時の事業理解が必要不可欠
被買収会社への新リース会計基準導入の留意点
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2027年４月開始事業年度から適用される新リース会計基準について、これまでオフバ
ランスで処理されていた不動産賃借や車両・設備リースが使用権資産・リース負債として
貸借対照表に計上される。これに伴い、M&A実務においても、財務数値の見え方が変わ
るため、企業価値評価やデューデリジェンスにおいて、適切な評価を行うために留意する
必要がある。また、M&A後の被買収会社の基準対応も重要な論点といえる。そこで、本
特集では、M&A実施時における新リース会計基準の影響や実務上の留意点を解説して
いただいた。
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